
顕微鏡観察操作 （光路切り換えを上にする）

ステージ下の変倍レンズは通常1で使用します。
＜明視野、位相差＞
1. 透過電源のスイッチを入れる。
2. フロント部の調光スイッチをON、透過照明光度をカメラマーク(3200k)

にする。輝度調整は光源部のNDフィルターで行う。
3. ステージ下の蛍光光源シャッターを入れる。
4. 蛍光フィルターを①NUの位置にする。
5. 対物レンズを任意の物にする。

位相差を使う時は緑文字のレンズを選ぶこと。
6. 位相差の場合はコンデンサを指定の位置に変更する。

明視野の場合は4か5の位置を使う。
7. サンプルを下向きに乗せ、ピントを合わせる。

＜蛍光＞
1. 蛍光電源のスイッチを入れる。

透過光源が付いている場合は調光をOFF。
2. ステージ下の蛍光光源シャッターを外す。
3. 蛍光フィルターを任意の位置にする。

明るさは光源部のNDフィルターで調整する。
4. 対物レンズを任意の物にする。

なるべく白文字のレンズを選ぶこと。
5. サンプルを下向きに乗せ、ピントを合わせる。
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透過光源

蛍光光源

コンデンサ

蛍光フィルター

オレンジは明視野関連
緑は蛍光関連
ピンクは両方に関係ある項目です

透過調光スイッチ
&ダイアル

フィルター
（光源側から）
○拡散フィルター
○青フィルター
○6%NDフィルター
○25%NDフィルター

透過光源

透過電源

スイッチ

セレクタ
番号 表示 対応レンズ

1 PHL x4

2 PH1 x10,x20

3 PH2 x40,x60

4,5 - 明視野

位相差使用時、
対応するものに変えてください

明視野時、NDで明るさを調整してください

蛍光電源

スイッチ

蛍光光源
100w,200h

NDﾌｨﾙﾀｰ
○100%（一番引き抜いた状態）
○25%
○6%
○シャッター（一番押し込んだ状態）

蛍光使用時、
必要に応じて変えてください

ﾚﾝｽﾞ ｺﾝﾃﾞﾝｻ ｷｬｯﾌﾟ
x4 PH PH L -
x10 PH PH 1 -
x20 PH PH 1 P
x40 PH PH 2 P
x20 FL - G
x60 FL PH 2 P

位置 ﾌｨﾙﾀｰ名 色素 励起 ﾀﾞｲｸﾛｲｯｸ 蛍光
1 NU ﾍｷｽﾄ BP420-440 455 LP475
2 ＷＩＢ FITC LP BP460-490 505 LP510
3 ＮＩＢＡ FITC BP BP470-490 505 BP510-550
4 ＷＩＧ ﾛｰﾀﾞﾐﾝ BP520-550 565 LP580
5 Cy5 Cy5 BP590-650 BP660-735
6 TXRED ﾃｷｻｽﾚｯﾄﾞ BP545-580 LP610

対物レンズ
緑字…位相差 白字…蛍光

コレクションキャップ（収差補正用）
対物の先端についているガラスのこと
Ｇ…ガラスシャーレ用 Ｐ…プラシャーレ用

蛍光光源シャッター ●…シャッター入

蛍光フィルターセレクタ

対物レンズ

変倍レンズ
入 ｘ1
出 ｘ1.6

光路切り替えレバー
上 目視観察時
下 デジカメ撮影時

①

①-1

①-2

②-1

②

③

②-2

③

④

④ ⑤

⑥

X40,x60は補正環を調整してください



ＣＣＤ(DP70)取り込み操作 （光路切り換えを下にする）

1. PCを起動する。
2. 顕微鏡で撮影可能な状態にする。
3. デスクトップのDPManagerを起動。
4. 画像取り込み – 自動保存設定 を選択。

5. 「取り込み画像を自動的に保存する」のチェックを外し、OKをクリック。
6. 画像取り込み – DPController起動 を選択。

7. プレビューボタンをクリックし、プレビューを開始する。
8. 明るさの調整。感度と露出補正を選択。
9. 露出モードをオート（明視野）、SFLオート（蛍光）、マニュアルから選択。

オートの場合は測光サイズ（スポット）と場所を選択。
マニュアルの場合は露出時間を調整。

10. 色合いが悪い場合はホワイトバランス、またはブラックバランスをとる。
［色バランス］のタブをクリックし、チェックを「オン」にし、
ワンタッチをクリック。画像上の白、または黒の場所を囲む。
［取り込み］のタブに戻す。

11. 静止画サイズを選択。（1360x1024以上はピクセルシフトになります）
12. ノイズが多い場合は、積算を平均にし、平均回数を指定します。
13. 【スケールを入れたい場合】

［スケール］タブをクリック。

「スケールを表示」、「静止画写込み」にチェックを入れる。
バー、数値形式を選択。
倍率から使用しているレンズ倍率とアダプタレンズ倍率を選択。
画像上のスケールバーの位置と長さを任意に変える。
［取り込み］タブに戻る。

14. 撮影ボタンをクリックし撮影する。
15. DPManagerに転送された画像を名前を付けて保存する。

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩

⑪ ⑫

⑬

⑭

バックグラウンド部分をドラッグ

＜多色の重ね合わせ＞
1. DPManager上で必要な画像を全て開いておく。
2. イメージ – 画像合成を選択。
3. 入力画像のプルダウンで重ね合わせたい画像を全て選択する。

色バランスが悪い場合は強度を変えてバランスをとる。
色ずれがある場合はX,Yを動かして重なるようにする。
適用をクリックすると新規にマージされた画像ができる。

②

③
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スケールを後入れする場合は、
画素数、対物倍率、変倍倍率の
情報が必要です。
また、付属ソフトでは後入れできま
せんのでフォトショップ等の
画像処理ソフトをご用意ください。
Pixel size = X total length / X pixel

例 対物x20、変倍x1、1360x1024画素で撮影時
886 / 1360 = 0.65 (um/pix) ←1ピクセルの長さ

変倍 x4 x10 x20 ｘ40 ｘ60
x1 4416 1776 886 442 297
x1.6 2742 1098 549 274 184

対物
X total length (um) H20.8.5調べ

アダプタレンズ倍率は
変倍1x時は0.49
変倍1.6x時は0.78にしてください。
※対物40x,60xは補正環の

位置によって変わります。
（0.49,0.78は中央位置）

※ご自身で撮影されたスケールバーの方が確実です。
値は参考値です。


